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図　かかりつけ医による診断書作成フローチャート 緑色部分は診断・医学的判断、
青色部分は患者への対応についての留意点

診断書作成の依頼が
あった場合

これまでの診療を
踏まえて対応する

※2

臨床所見等から
認知症と診断できる場合、
診断の上、記載する ※３

臨床所見・検査結果等
からは診断しにくい場合、
専門医療機関の診断を
勧める ※4

画像検査が必要のため
記載できない等の場合
専門医療機関を勧める

※６

かかりつけの
患者の場合

※１

かかりつけの
患者でない場合

※5

※1：少なくとも1年以上定期的に診察を行
っており、患者の心身の状態、生活状況を、
可能であれば家族からの情報も含め、よく
把握できている患者。また、認知機能の障害
について、患者自身にもよく説明し、理解を
求めることが重要である。（⇒※５②参照）

※５：①全くの初診、または、極めて不定期の受診で、病状、生活状況の把握がほとんどで
きていないケースについても、本人及び家族が診察に対して協力的で、十分な診察を行う
ことができれば、HDS-R、MMSE等を実施の上で、家族等から日頃の生活状況を確認の
上、総合的に診断を行ってもよい。
　②一方、認知症が強く疑われるも、認知機能低下を強固に否認する、または、認知症では
ない旨の診断書発行を強く求めるケースについては、極めて慎重な対応が求められる。こ
れらのケースにおいては、診断書作成に係る診察、検査を保険診療で行うこと自体が適切
でない場合もある。この場合、専門医療機関の受診方法につき警察の運転免許担当部局に
相談する。
　また、患者の求めに応じて、医学的根拠なしに、認知症ではない旨の診断書を作成するこ
とは厳に慎まなければならない。

※６：1回の診察のみで、しかも普段の生活
状況とその障害の有無、更にこれらの継時
的推移について、家族等からの情報が全く
得られないケースにおいては、専門医療機
関で診断を受けることを勧める。紹介受診
に同意が得られない場合、専門医療機関の
受診方法につき警察の運転免許担当部局に
相談する。
　臨床所見、認知機能検査、家族等からの
情報を総合しても、診断が困難な場合も同
様である。

※４：臨床所見、家族からの本人の生活状況の情
報を総合しても認知症とは判断しにくいが、
HDS-R、MMSE等の点数が著しく低いケース、ま
た、これらの点数が高いが、人格変化、行動の障害
が目立つ、幻覚妄想症状がみられる、躁状態または
うつ状態を伴っている、一過性の意識障害のエピ
ソードがみられる等のケースは、専門医療機関で
診断を受けることを勧める。
　紹介受診に同意が得られない場合、専門医療機
関の受診方法につき警察の運転免許担当部局に
相談する。

※２：DATのように、緩徐に進行する認知機能の低
下が、日常の継続的な診察で確認される場合、臨床
所見とともに受診時の認知機能検査(HDS-R、
MMSE等)の点数を総合して診断を行う。患者が承
諾すれば、他の医療機関に保険診療として画像検査
を依頼し、その所見を加えてもよい。

※３：認知症としての診断を行う場合、患者に検査結果が良くないことを伝え、診断書の
提出によって、公安委員会の審査で免許証の更新が認められない可能性が高いことを説
明する。その際、患者から免許証の更新を断念する旨の申し出があった場合、診断書を作
成しないで、運転免許証更新の手続きの取り下げを指導するのも一法である。
　境界域の患者をMCIと診断することも可能である。この場合、免許証の更新は認めら
れるが、半年後に再検査が求められる。

改
正
道
路
交
通
法
が
３
月

12
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
免
許
更
新
時
に
受
け

た
認
知
機
能
検
査
に
よ
っ

て
、
認
知
症
の
疑
い
の
あ
る

「
第
１
分
類
」
と
判
定
さ
れ

た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
全

て
、
臨
時
適
性
検
査
ま
た
は

医
師
の
診
断
書
の
提
出
が
必

要
に
な
っ
た
。

全
国
で
は
、
「
第
１
分
類
」

に
判
定
さ
れ
る
高
齢
者
が
年

間
５
万
人
を
超
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
医

で
は
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

診
断
書
の
作
成
の
参
考
と
な

る
よ
う
、
粟
田
主
一
東
京
都

健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
自

立
促
進
と
介
護
予
防
研
究
チ

ー
ム
研
究
部
長
、
篠
原
彰
静

岡
県
医
師
会
長
、
瀬
戸
裕
司

福
岡
県
医
師
会
専
務
理
事
、

渡
辺
憲
鳥
取
県
医
師
会
副
会

長
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
作

業
委
員
会
を
設
置
し
て
、
今

回
の
『
手
引
き
』
を
取
り
ま

と
め
、
３
月
１
日
開
催
の
都

道
府
県
医
師
会
介
護
保
険
担

当
理
事
連
絡
協
議
会
（
本
紙

第
１
３
３
３
号
参
照
）
で
公

表
。
そ
の
後
、
全
文
を
日
医

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。

『
手
引
き
』
は
、
全
４
章
で

構
成
、
第
１
章
で
は
、
か
か

り
つ
け
医
が
診
断
書
作
成
の

依
頼
を
受
け
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
な
ど
を
提
示
（
図
）。
第

２
章
で
は
、
都
道
府
県
の
公

安
委
員
会
に
提
出
す
る
診
断

書
を
作
成
す
る
上
で
の
留
意

点
、
改
正
道
路
交
通
法
の
ポ

イ
ン
ト
に
加
え
、
警
察
庁
よ

り
提
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
診
断

書
や
診
断
書
記
載
ガ
イ
ド
ラ

検
査
費
用
に
関
し
て
は
、「
認

知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
の
受

診
で
あ
り
、
厚
労
省
と
も
協

議
を
行
い
、
保
険
請
求
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と

し
た
が
、
診
断
書
の
発
行
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
は
保
険

請
求
で
き
な
い
と
し
た
。

診
断
書
を
書
く
こ
と
に
つ

い
て
、
医
療
現
場
か
ら
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
の

指
摘
に
対
し
て
は
、
「
今
回

の
『
手
引
き
』
で
は
、
少
な

く
と
も
１
年
以
上
定
期
的
に

診
察
を
行
っ
て
お
り
、
患
者

の
心
身
の
状
態
、
生
活
状
態

を
、
可
能
で
あ
れ
ば
家
族
か

ら
の
情
報
も
含
め
、
よ
く
把

握
で
き
て
い
る
患
者
に
対
し

て
、
診
断
書
を
書
く
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
診
断
し
に
く

い
場
合
に
は
、
専
門
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
欲
し
い
」
と

述
べ
、
理
解
を
求
め
た
。

診
断
し
た
患
者
が
交
通
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
の
医
師

の
責
任
に
関
し
て
は
、
「
適

切
な
判
断
を
し
て
い
れ
ば
、

通
常
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
こ
と
を
警
察
庁

と
確
認
し
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

ま
た
、
会
見
に
同
席
し
た

松
原
謙
二
副
会
長
は
、「
か
か

り
つ
け
医
が
、
本
人
、
家
族

と
よ
く
話
し
合
う
こ
と
で
免

許
証
を
自
主
返
納
し
て
も
ら

う
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
車

が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い

地
域
も
あ
り
、
免
許
を
失
っ

た
人
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
役

割
を
担
う
の
も
、
か
か
り
つ

け
医
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」

と
し
て
、
協
力
を
求
め
た
。

『かかりつけ医向け
      認知症高齢者の運転免許更新に関する
                      診断書作成の手引き』の活用を求める

イ
ン
を
掲
載

し
て
い
る
。

ま
た
、
第

３
章
で
は
、

実
際
に
診
断

書
を
作
成
す

る
場
合
の
参

考
と
な
る
よ

う
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
、
血

管

性

認

知

症
、
軽
度
認

知
障
害
の
３

つ
の
モ
デ
ル

事
例
を
取
り

上
げ
、
記
載

例
を
示
し
て

い
る
他
、
第

４
章
で
は
認

知
症
と
診
断

さ
れ
た
高
齢

者
が
、
運
転
免
許
の
取
消
し

や
停
止
な
ど
の
行
政
処
分
を

受
け
た
場
合
の
、
か
か
り
つ

け
医
に
求
め
ら
れ
る
対
応
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

『
手
引
き
』
の
内
容
を
説

明
し
た
鈴
木
常
任
理
事
は
、

「
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
か

か
り
つ
け
医
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
診
断
書
を
作
成
す
る
機

会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
診
断
書
作
成
の
際

に
は
、
こ
の
『
手
引
き
』
を

参
考
に
し
て
欲
し
い
」
と
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
法
施

行
後
も
現
場
に
問
題
や
混
乱

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
警
察

庁
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
関

係
省
庁
と
も
協
議
を
継
続
し

て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

記
者
と
の
質
疑
応
答
の
中

で
、
同
常
任
理
事
は
、
診
察
・

　鈴木邦彦常任理事は3月8日、記者会見を行い、日医がこのほど
作成した『かかりつけ医向け認知症高齢者の運転免許更新に関する
診断書作成の手引き』（以下、『手引き』）の内容について説明。今後、
かかりつけ医の先生方が、診断書の作成に関わることが多くなるこ
とが予想されるとし、「その際にはぜひ、この『手引き』を活用して
欲しい」と呼び掛けた。
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平
成
28
年
度
都
道
府
県
医

師
会
「
警
察
活
動
に
協
力
す

る
医
師
の
部
会
（
仮
称
）
」

連
絡
協
議
会
・
学
術
大
会
が

３
月
12
日
、
日
医
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

連
絡
協
議
会
は
、
担
当
の

松
本
純
一
常

任
理
事
の
司

会
で
開
会
。

冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
横
倉

義

武

会

長

（
今
村
聡
副

会
長
代
読
）

は
、
警
察
活

動
に
協
力
す

る
業
務
の
う

ち
、
次
に
起

こ
り
得
る
大

災
害
に
際
し

て
の
検
案
体

制
の
構
築
を

最
優
先
に
対

処
す
べ
き
重

点
課
題
と
位

置
づ
け
、
検
討
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
。
「
本

日
は
、
我
々
に
残
さ
れ
た
時

間
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
の

認
識
の
下
に
、
建
設
的
な
議

論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

大
規
模
災
害
時
の
検
案
体

制
の
構
築
な
ど
を
議
論

報
告
で
は
、
ま
ず
、
中
澤

貴
生
内
閣
府
死
因
究
明
等
施

策
推
進
室
参
事
官
が
、
死
因

究
明
等
推
進
協
議
会
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
に
24
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
報
告
。
協
議
会
の
中

で
は
、
「
読
影
の
で
き
る
力

量
の
あ
る
医
師
や
検
案
医
の

な
り
手
が
不
足
し
て
い
る
」

「
撮
影
・
読
影
の
費
用
負
担

が
不
明
確
」
「
特
定
の
医
師

に
警
察
か
ら
の
依
頼
が
集
中

し
て
い
る
」
な
ど
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
監
察
医
に
よ
る
死

因
究
明
に
つ
い
て
は
、
①
医

師
の
判
断
で
、
解
剖
・
検
査

の
実
施
を
決
定
で
き
る
②
検

案
・
解
剖
・
検
査
の
結
果
を

一
元
的
に
集
約
・
活
用
で
き

る
③
遺
族
対
応
の
窓
口
が
あ

り
、
詳
し
い
結
果
説
明
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
④
個
人
の

尊
厳
、
公
衆
衛
生
の
他
、
犯

罪
死
の
見
逃
し
防
止
に
貢
献

─
な
ど
の
優
れ
た
点
を
挙

げ
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。

結
び
と
し
て
、
中
澤
参
事

官
は
、「
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
な
の
か
、
国
が
検
討
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
協
議
会
を
設
置
し
、

地
方
の
課
題
を
国
に
示
し
て

欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

中
西
章
警
察
庁
刑
事
局
捜

査
第
一
課
検
視
指
導
室
長

は
、
死
因
・
身
元
調
査
法
の

規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い

る
警
察
に
お
け
る
死
体
取
り

扱
い
の
流
れ
を
説
明
し
た

他
、
①
日
本
の
死
亡
者
が
増

え
て
い
る
中
で
、
警
察
の
死

体
取
り
扱
い
件
数
は
微
減
と

な
っ
て
い
る
②
死
因
・
身
元

調
査
法
第
５
条
に
基
づ
く
検

査
、
特
に
、
薬
・
毒
物
検
査

が
増
加
傾
向
に
あ
る

─
こ

と
な
ど
を
報
告
。
「
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
が

経
過
す
る
が
、
そ
の
運
用
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な

対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

小
林
博
警
察
活
動
等
へ
の

協
力
業
務
検
討
委
員
会
委
員

長
（
岐
阜
県
医
師
会
長
）
は
、

本
年
２
月
に
都
道
府
県
医
師

会
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た

「
『
警
察
活
動
に
協
力
す
る
医

師
の
部
会
（
仮
称
）
』
の
設
置

状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
の
結
果
（
速
報
値
）

に
つ
い
て
説
明
。
「
今
回
の

調
査
で
も
、
検
査
費
用
な
ど

全
国
的
に
統
一
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

全
国
組
織
化
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
引
き
続
き
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
補
足
説
明
を
行
っ

た
松
本
（
純
）
常
任
理
事
は
、

集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
次

第
、
都
道
府
県
医
師
会
宛
て

に
送
付
す
る
意
向
を
示
し
た

他
、
現
在
仮
称
と
な
っ
て
い

る
部
会
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
「
『
警
察
協
力
医
会
』
を

軸
に
執
行
部
内
で
検
討
し
、

早
期
に
決
定
し
た
い
」
と
す

る
と
と
も
に
、
「
研
修
会
の

開
催
に
前
向
き
な
医
師
会
に

対
し
て
は
、
個
別
に
相
談
す

る
の
で
協
力
願
い
た
い
」
と

し
た
。

引
き
続
き
、
岩
手
・
長
崎

両
県
医
師
会
か
ら
事
前
に
寄

で
検
討
し
て
お
り
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

の
委
員
の
他
、
内
閣

府
、
厚
生
労
働
省
、

警
察
庁
、
海
上
保
安

庁
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
平
成
29
年
度
に
向

け
て
、
具
体
的
な
計
画
を
立

案
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

一
方
、
長
崎
県
医
師
会
か

ら
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
検
死
チ
ー

ム
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
に
対

す
る
見
解
を
求
め
る
質
問
に

は
、
松
本
（
純
）
常
任
理
事

が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

両
者
は
別
々
に
組
織
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
の
考
え

を
明
示
。
「
医
師
会
の
組
織

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が

③
専
門
医
に
よ
る
死
亡
診
断

書
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
制
度

を
構
築
す
る
④
異
状
死
の
判

断
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

を
全
国
的
に
整
備
す
る
⑤
死

亡
診
断
書
（
死
体
検
案
書
）

に
「
検
視
済
印
」
を
新
設
し
、

印
が
な
い
診
断
書
を
役
所
は

受
理
し
な
い
よ
う
に
す
る
⑥

消
防
隊
員
の
警
察
へ
の
通
報

を
法
制
度
化
す
る
⑦
専
門
医

同
士
の
連
携
強
化

─
等
を

挙
げ
、
早
期
の
実
現
を
求
め

た
。そ

の
後
は
、
一
般
公
募
で

選
ば
れ
た
「
顔
面
う
っ
血
と

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
徴
候
の
違

い
」
「
最
近
５
年
間
に
お
け

る
当
院
で
実
施
し
た
外
因
死

の
Ai
に
関
す
る
検
討
」
「
縦

隔
気
腫
で
死
亡
し
た
男
子
高

校
生
の
一
例
」
「
死
因
診
断

に
際
し
解
剖
の
必
要
性
を
改

め
て
実
感
し
た
一
例
」
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

の
警
察
医
の
役
割
～
東
京
都

多
摩
地
域
の
警
察
医
の
一
考

察
～
」
の
５
題
の
講
演
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
大
会
は
終

了
と
な
っ
た
。

せ
ら
れ
た
要
望
・
質
問
に
対

し
て
、
協
議
を
行
っ
た
。

大
規
模
災
害
時
の
多
数
死

体
検
案
に
つ
い
て
、
県
レ
ベ

ル
を
超
え
た
広
域
の
協
定
、

全
国
規
模
で
の
机
上
訓
練
を

行
う
べ
き
と
の
岩
手
県
医
師

会
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
、

松
本
（
純
）
常
任
理
事
は
、

警
察
活
動
等
へ
の
協
力
業
務

検
討
委
員
会
で
は
、
大
規
模

災
害
時
の
多
数
死
体
検
案
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
最
優
先

学
術
大
会
─
向
井
聖
マ
医

大
教
授
に
よ
る
特
別
講
演

午
後
か
ら
は
学
術
大
会
が

行
わ
れ
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
横

倉
会
長
〔
松
本
（
純
）
常
任

理
事
代
読
〕
は
、
「
本
学
術

大
会
を
死
因
究
明
に
関
す
る

幅
広
い
角
度
か
ら
の
知
見
に

触
れ
る
良
い
機
会
と
し
、
参

加
者
相
互
の
活
発
な
議
論
と

研け

ん

さ

ん鑽
の
場
に
し
て
頂
き
た

い
」
と
述
べ
、
そ
の
成
果
に

期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
向
井
敏
二
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
法
医
学

教
室
教
授
が
、
「
我
が
国
の

死
因
究
明
制
度
の
現
状
と
課

題
─
安
心
・
安
全
な
社
会
を

め
ざ
す
我
々
専
門
医
の
役

割
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を

行
っ
た
。

向
井
教
授
は
、
死
因
究
明

を
体
系
的
に
規
定
し
た
「
死

因
・
身
元
調
査
法
」
「
死
因

究
明
等
推
進
法
」に
つ
い
て
、

警
察
に
公
衆
衛
生
の
向
上
を

義
務
づ
け
た
こ
と
等
を
評
価

す
る
一
方
、
「
費
用
が
地
方

自
治
体
に
委
ね
ら
れ
た
た

め
、
そ
の
取
り
組
み
に
地
域

格
差
が
見
ら
れ
る
」
「
今
回

の
改
革
の
最
重
要
課
題
で
あ

っ
た
、
法
医
学
に
関
す
る
知

見
を
活
用
し
て
死
因
究
明
を

行
う
専
門
的
な
機
関
の
全
国

的
な
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な

い
」
な
ど
、
運
用
面
で
の
懸

念
が
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
医
師
法
21
条
の
異

状
死
体
届
出
義
務
の
解
釈
と

し
て
広
尾
病
院
事
件
の
最
高

裁
判
決
を
受
け
て
提
唱
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
外
表
異

状
説
」
（
医
師
に
警
察
へ
の

届
出
義
務
が
生
じ
る
の
は
、

死
体
の
外
表
を
検
査
し
て
異

状
が
あ
る
と
認
め
た
時
の
み

と
す
る
説
）
に
つ
い
て
は
、

外
表
に
異
状
の
な
い「
誤
薬
」

「
術
後
出
血
」「
誤
診
」
等
は

届
出
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る

な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
と
指

摘
。
「
単
に
医
療
界
へ
の
警

察
介
入
を
排
除
す
る
と
い
う

目
先
の
目
的
の
み
で
医
師
法

21
条
の
『
異
状
死
』
の
定
義

を
曲
解
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
早
急
に
検
討

す
べ
き
事
項
と
し
て
、
①
医

師
法
21
条
の
「
異
状
死
」
の

定
義
に
つ
い
て
、
医
療
関
連

死
と
は
別
角
度
で
省
庁
横
断

的
な
議
論
を
行
う
②
『
死
亡

診
断
書
記
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
厚
労
省
編
）』
に
「
異
状
死
」

の
定
義
を
改
め
て
明
記
す
る

日医では、11月1日を「いい医療の日」と定
め、より良い医療の構築に向けて、国民の皆
さんと考える日とすることを提案しています。

11月1日を
 「いい医療の日」に

い い いりょう

警
察
活
動
に
協
力
す
る

           
医
師
の
全
国
組
織
化
に
向
け
て
活
発
に
協
議

警
察
活
動
に
協
力
す
る

           
医
師
の
全
国
組
織
化
に
向
け
て
活
発
に
協
議

平
成
28
年
度
都
道
府
県
医
師
会

              

「
警
察
活
動
に
協
力
す
る
医
師
の
部
会（
仮
称
）」連
絡
協
議
会
・
学
術
大
会

大
事
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
検
案
チ
ー
ム

が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
活
動
し

た
方
が
活
動
し
や
す
い
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

3
月
15
日

種
対
象
者
が
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
ま
ま
に
対
象
年
齢
を

過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
ワ

ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
に
対

し
て
更
な
る
対
応
を
求
め
て

き
た
が
（
本
紙
第
１
３
２
９

号
既
報
）、
そ
の
後
も
、
会

内
の
予
防
接
種
・
感
染
症
危

機
管
理
対
策
委
員
会
や
都
道

府
県
医
師
会
等
か
ら
、
４
月

以
降
の
特
例
的
な
措
置
や
余

裕
を
持
っ
た
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
等
を
国
に
求
め
る
べ
き
と

レ
・
ク
ァ
ン
・
ク
ォ
ン 

ベ
ト
ナ
ム
保
健
副
大
臣
を
団

長
と
し
た
調
査
団
一
行
が
３

月
２
日
、
日
医
会
館
を
訪
れ
、

医
師
会
組
織
の
意
義
・
役
割

と
生
涯
教
育
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

調
査
団
は
、

２
０
２
０
年
の

医
師
・
看
護
師

国
家
試
験
導
入

に
向
け
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
等

海
外
で
の
視
察

を
実
施
中
で
あ

り
、
メ
ン
バ
ー

は
、
ベ
ト
ナ
ム

国
会
社
会
問
題

委
員
会
局
長
（
国

会
議
員
）、
保
健

省
の
科
学
・
技

術
・
訓
練
局
副

局
長
、
法
制
局

長
、
国
際
協
力

局
副
局
長
、
医

療
戦
略
・
政
策
研
究
局
副
所

長
と
ベ
ト
ド
ク
病
院
副
院
長

で
構
成
さ
れ
、
牛
尾
光
宏
ベ

ト
ナ
ム
保
健
省
保
健
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
ら
が
同
行
し
た
。

今
回
の
訪
日
で
は
、
日
医

の
他
に
、
厚
生
労
働
省
、
文

部
科
学
省
、
日
本
看
護
協
会
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
等
を
訪
れ
、

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
と
と

も
に
、
施
設
内
の
視
察
を
行

っ
て
い
る
。

当
日
は
、
総
務
担
当
の
今

村
聡
副
会
長
、
国
際
担
当
の

道
永
麻
里
常
任
理
事
、
生
涯

教
育
担
当
の
羽
鳥
裕
常
任
理

事
が
対
応
し
、
今
村
副
会
長

が
「
日
本
医
師
会
の
役
割
」
、

羽
鳥
常
任
理
事
が
「
日
本
医

師
会
の
生
涯
教
育
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
行
っ
た
。

今
村
副
会
長
は
、
日
医
に

つ
い
て
、
日
本
で
唯
一
の
医

師
個
人
資
格
で
加
入
す
る
学

術
団
体
・
専
門
職
能
団
体
で

あ
り
、
国
民
に
信
頼
さ
れ
る

医
療
の
確
立
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
と
し
て
そ
の
概

要
を
説
明
。
郡
市
区
医
師
会

と
市
区
町
村
、
都
道
府
県
医

師
会
と
都
道
府
県
、
日
医
と

国
・
厚
労
省
等
、
行
政
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
の

活
動
や
、
日
医
が
延
べ
約
２

０
０
の
国
の
審
議
会
等
に
参

画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
「
日
本

医
師
会
綱
領
」
に
よ
っ
て
国

民
に
医
師
と
し
て
の
高
い
倫

理
観
と
使
命
感
を
礎
に
、
人

間
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

更
に
、
「
日
本
医
師
会
医

師
年
金
」
や
「
医
師
資
格
証
」

「
ホ
テ
ルON LINE

予
約
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
の
「
会
員
サ
ー

ビ
ス
」
の
状
況
も
説
明
し
た
。

羽
鳥
常
任
理
事
は
、
日
医

ベトナム保健省調査団が
                 日医を表敬訪問

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

同
常
任
理
事
は
、
厚
労
省

か
ら
、
随
時
、
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
の
報
告
や
、
不

足
感
の
声
が
聞
か
れ
る
地
域

に
対
す
る
個
別
の
対
応
を
し

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て

き
た
こ
と
を
説
明
。
日
医
で

は
、
今
年
度
Ⅱ
期
の
対
象
者

で
接
種
で
き
な
か
っ
た
者
に

対
し
て
、
４
月
以
降
で
も
定

期
接
種
と
し
て
認
め
る
な
ど

の
特
例
措
置
を
求
め
て
き
た

が
、
厚
労
省
か
ら
は
、
現
時

点
に
お
け
る
本
年
度
の
定
期

接
種
の
接
種
率
は
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
月
以
降
の
特
例
措
置

を
と
る
予
定
は
な
い
と
の
報

告
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
「
今
回
、
特
例
措
置
に

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変

遺
憾
で
あ
る
」
と
す
る
と
と

も
に
、
「
本
人
が
希
望
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
接

種
と
し
て
接
種
で
き
な
い
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
今

回
の
よ
う
な
突
発
的
な
事
態

に
対
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
不

足
に
よ
る
接
種
率
低
下
の
判

定
が
数
カ
月
遅
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の

よ
う
な
事
態
に
陥
ら
ぬ
よ

う
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に

常
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き
、

国
に
強
く
働
き
掛
け
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
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生
涯
教
育
制
度
の
理
念
や
、

大
学
教
育
、
国
家
試
験
、
臨

床
研
修
、
生
涯
教
育
と
い
う

医
師
の
教
育
訓
練
制
度
に
お

け
る
位
置
づ
け
等
を
詳
細
に

説
明
。
更
に
、
「
生
涯
教
育

制
度
認
定
講
習
会
」
と
「
日

医
生
涯
教
育
協
力
講
座
セ
ミ

ナ
ー
」
「e-Learning

」
、
そ

し
て
「
学
習
単
位
取
得
証
」

と
「
日
医
生
涯
教
育
認
定
証
」

な
ど
に
も
触
れ
た
。

特
に
「
日
医
生
涯
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
説
明
で
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
の
中

で
も
、
①
医
療
倫
理
②
医
療

安
全
③
感
染
症

─
は
全
て

の
医
師
が
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
調
。
同
制
度

の
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、

「
地
域
包
括
診
療
加
算
の
要

件
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
」

「
認
定
講
習
会
の
中
で
一
定

要
件
を
満
た
し
た
も
の
は
、

専
門
医
の
認
定
・
更
新
に
必

要
な
単
位
も
取
得
可
能
と
な

っ
た
こ
と
」
等
を
挙
げ
、「
講

習
会
出
欠
・
単
位
管
理
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
た
「
全

国
医
師
会
研
修
管
理
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

講
義
の
後
に
は
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
レ
・
ク
ァ
ン
・

ク
ォ
ン
副
大
臣
は
、
「
１
０

０
％
民
間
の
団
体
と
し
て
活

動
し
て
い
る
日
医
の
よ
う
な

組
織
が
ベ
ト
ナ
ム
に
あ
れ

ば
、
我
々
行
政
は
ど
ん
な
に

か
心
強
い
こ
と
だ
ろ
う
か
」

と
感
想
を
述
べ
た
上
で
、
民

間
団
体
で
あ
り
な
が
ら
社
会

に
影
響
を
与
え
る
団
体
に
な

る
に
は
法
律
や
政
府
か
ら
の

支
援
と
い
っ
た
公
的
な
基
盤

が
あ
る
の
か
を
尋
ね
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
村
副

会
長
は
、「
日
本
の
医
師
は
、

予
防
接
種
な
ど
本
来
行
政
が

行
う
べ
き
こ
と
を
受
託
し
た

り
、
学
校
医
の
役
割
を
果
た

し
た
り
し
て
お
り
、
地
域
の

中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
地
域
の
医
師

の
活
動
を
標
準
化
し
質
を
保

つ
た
め
の
研
修
会
等
は
地
域

の
医
師
会
が
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
存
在
は
大
き
い
」

と
説
明
。
「
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
対
し
、
日
医
は
、
都

道
府
県
・
郡
市
区
等
医
師
会

へ
国
か
ら
の
通
知
等
の
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
社
会
に
お
け

る
公
益
性
の
高
さ
か
ら
公
益

社
団
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
国
会
議
員

の
立
法
活
動
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
存
在
感
の

大
き
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

他
に
も
、
「
卒
後
研
修
や

専
門
研
修
は
誰
が
管
理
す
る

の
か
」
「
日
本
医
学
会
と
日

医
と
の
関
係
は
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
レ
・
ク
ァ
ン
・

ク
ォ
ン
副
大
臣
か
ら
今
村
副

会
長
へ
、
感
謝
の
意
を
表
し

て
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
た
。

釜

敏
常
任
理
事
は
、
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し

た
。日

医
で
は
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
、

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
の
不
足
に

よ
り
、
４
月
以
降
、
定
期
接
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医
療
問
題

AA
&
Q

Question

Answer

　
今
号
で
は
、
多
く
の
会
員
の
先
生
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の
中
か

ら
、
以
下
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
掲
載
す
る
。

鈴木邦彦常任理事

Q
「
介
護
医
療
院
」
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

A
鈴
木
：「
介
護
医

療
院
」
と
は
、
平

成
29
年
度
末
に
経
過
措
置
が

終
了
し
、
廃
止
期
限
を
迎
え

る
介
護
療
養
病
床
（
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）
と
25
対
１

医
療
療
養
病
床
の
移
行
先
と

な
る
「
新
た
な
施
設
類
型
」

の
名
称
の
こ
と
で
す
。

今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
介

護
保
険
法
等
改
正
案
に
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
現
在
、
国
会

で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
介
護
医
療
院
」
に
は
、

長
期
療
養
が
必
要
な
要
介
護

者
に
医
療
・
介
護
を
一
体
的

に
提
供
す
る
た
め
、
「
日
常

的
な
医
学
管
理
」「
看
取
り
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
な
ど
の
機
能

と
、
「
生
活
施
設
」
と
し
て

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

介
護
療
養
病
床
に
関
し
て

は
、
平
成
18
年
に
突
然
６
年

後
の
廃
止
が
決
定
し
た
た
め

に
現
場
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
、
ま
た
、
課
題
検
証
も
行

う
こ
と
な
く
、
国
が
転
換
を

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
引

き
続
き
提
供
さ
れ
、
地
域
住

民
の
療
養
の
場
を
確
保
す
る

視
点
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
」
と
す
る
と
と
も
に
、「
低

所
得
者
へ
の
配
慮
や
、
１
病

棟
の
み
の
小
規
模
病
院
、
有

床
診
療
所
な
ど
へ
の
配
慮
が

必
要
不
可
欠
だ
」
と
主
張
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
か
ら
施
設
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
名
称
に

つ
い
て
も
、
病
院
か
施
設
か

は
医
師
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
関
わ
る
こ
と
か

ら
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
、
改
正
案
で
は
病
院
や

診
療
所
が
新
た
な
施
設
類
型

に
転
換
し
た
場
合
に
は
、
転

換
前
の
病
院
・
診
療
所
の
名

称
を
引
き
続
き
使
用
で
き
る

よ
う
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
廃
止
に
伴
う
経
過

措
置
期
間
に
関
し
て
は
、「
平

成
30
年
４
月
か
ら
３
年
間
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
の
転
換
実
績
を
検
証
し
た

上
で
、
第
８
期
事
業
計
画
で

も
必
要
な
経
過
措
置
を
設
定

す
べ
き
で
あ
り
、
新
類
型
案

へ
の
転
換
を
促
す
た
め
に

も
、
第
７
期
と
第
８
期
の
事

業
計
画
に
合
わ
せ
た
２
段

階
、
計
６
年
間
の
経
過
措
置

を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と

主
張
し
、
今
回
の
改
正
案
で

は
具
体
的
な
延
長
期
間
に
つ

い
て
「
６
年
程
度
」
と
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

新
類
型
の
施
設
要
件
や
報

酬
な
ど
に
つ
い
て
は
、今
後
、

「
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給

付
費
分
科
会
」
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
や
医
療
機
関
に
と
っ
て
、

魅
力
あ
る
移
行
先
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
使
い
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

進
め
よ
う
と
し
た
結
果
、
転

換
が
進
ま
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、平
成
27
年
に「
療

養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す

る
検
討
会
」
が
、
平
成
28
年

は
「
療
養
病
床
の
在
り
方
等

に
関
す
る
特
別
部
会
」
が
厚

生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
、
同

年
12
月
に
は
新
た
な
施
設
類

型
に
関
す
る
基
本
設
計
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
今
回
の
改

正
案
に
も
こ
の
方
針
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
別
部
会
に
お
け
る
議
論

の
中
で
は
、
「
新
た
な
施
設

類
型
を
設
定
す
る
に
当
た
っ

て
は
地
域
の
中
で
、
そ
の
医

療
機
関
が
担
っ
て
い
る
重
度

者
の
受
け
皿
や
、
看
取
り
の

場
と
し
て
の
機
能
を
含
め
た

平
成
28
年
度
臨
床
検
査
精

度
管
理
調
査
報
告
会
が
３
月

３
日
、
日
医
会
館
大
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。

担
当
の
羽
鳥
裕
常
任
理
事

の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
、
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
横
倉
義
武

会
長
（
中
川
俊
男
副
会
長
代

読
）
は
、
50
回
と
い
う
節
目

に
当
た
り
、
日
頃
の
精
度
管

理
事
業
へ
の
協
力
に
対
し
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
、
「
日

医
の
精
度
管
理
調
査
の
結
果

で
は
、
測
定
法
の
進
歩
だ
け

で
な
く
、
施
設
間
の
差
異
が

年
々
縮
小
し
て
い
る
。
今
後

も
測
定
法
や
機
器
の
違
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
結
果
が

出
る
臨
床
検
査
を
目
指
し
、

本
調
査
を
更
に

進
化
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
述

べ
、
臨
床
検
査

の
更
な
る
向
上

に
期
待
を
寄
せ

た
。引

き
続
き
、

３
２
２
３
施
設

が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
第
50
回

臨
床
検
査
精
度

管
理
調
査
の
報

告

に

移

り
、

（
１
）
臨
床
化

学
一
般
検
査

（
三
宅
一
徳
日

医
臨
床
検
査
精

度
管
理
検
討
委

員
会
委
員
）
、
（
２
）
臨
床
化

学
一
般
検
査
（
細
萱
茂
実
同

委
員
会
委
員
）
、
（
３
）
臨
床

化
学
一
般
検
査
・
糖
代
謝
・

尿
検
査
（
菊
池
春
人
同
委
員

会
委
員
）
、
（
４
）
酵
素
検
査

（
前
川
真
人
同
委
員
会
副
委

員
長
）
、（
５
）
脂
質
検
査
（
高

木
康
同
委
員
会
委
員
長
）
、

（
６
）
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
山

田
俊
幸
同
委
員
会
委
員
）
、

（
７
）
甲
状
腺
マ
ー
カ
ー
・

感
染
症
マ
ー
カ
ー
・
リ
ウ
マ

ト
イ
ド
因
子
（
〆
谷
直
人
同

委
員
会
委
員
）
、
（
８
）
血
液

学
的
検
査
（
小
池
由
佳
子
同

委
員
会
委
員
、
天
野
景
裕
同

委
員
会
委
員
）
、
（
９
）
測
定

装
置
利
用
の
動
向
（
金
村
茂

同
委
員
会
委
員
）

─
に
つ

い
て
の
講
評
が
行
わ
れ
た
。

高
木
委
員
長
は
総
括
の
中

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

に
つ
い
て
、
「
昨
年
の
82
・

８
％
（
２
６
５
０
施
設
）
か

ら
85
・
５
％
（
２
７
５
７
施

設
）
に
増
加
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で
は
、
試

薬
・
機
器
と
メ
ー
カ
ー
が
マ

ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な
い
と
警

告
が
出
る
の
で
、
３
％
程
度

増
え
た
こ
と
で
誤
登
録
が
少

し
減
っ
た
」
と
説
明
。
「
製

造
販
売
元
」
で
は
な
く
「
販

売
元
」
を
誤
記
入
す
る
な
ど
、

誤
登
録
が
あ
っ
た
施
設
に

は
、
文
書
で
注
意
を
促
し
て

い
る
と
し
た
。

共
用
（
共
通
）
基
準
範
囲

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
精
度
管

理
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
み

が
適
応
で
き
る
デ
ー
タ
で
あ

る
と
し
て
、
施
設
間
の
互
換

性
の
あ
る
デ
ー
タ
づ
く
り
を

求
め
た
。

そ
の
後
の
総
合
討
論
で

は
、
参
加
者
か
ら
の
個
別
具

体
的
な
質
問
に
対
し
て
、
各

委
員
が
回
答
。
Ｃ
Ｔ
検
査
等

に
お
け
る
造
影
剤
投
与
の
適

否
判
定
の
た
め
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
測
定
の
迅
速
性
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
正
確

性
が
お
ざ
な
り
に
さ
れ
て
い

る
と
の
指
摘
に
対
し
高
木
委

員
長
は
、
ド
ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト

リ
法
に
よ
る
簡
易
測
定
で
は

結
果
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
「
人

の
血
清
を
用
い
た
酵
素
法
と

の
相
関
が
検
討
さ
れ
て
い
れ

ば
、
ド
ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
法

で
も
問
題
な

い
」
と
の
見

方

を

示

し

た
。ま

た
、
同

委
員
長
は
、

都
道
府
県
の

規
模
に
お
い
て
は
、
個
人
の

生
の
血
清
を
用
い
た
同
一
試

料
で
の
検
査
が
可
能
で
あ
る

と
し
、
「
メ
ー
カ
ー
間
の
差

が
な
い
成
績
が
期
待
で
き
、

日
医
の
大
規
模
調
査
と
小
中

規
模
の
調
査
を
組
み
合
わ
せ

る
と
よ
り
良
い
精
度
管
理
調

査
と
な
る
」
と
の
私
見
を
述

べ
た
。

最
後
に
羽
鳥
常
任
理
事

が
、
「
項
目
の
見
直
し
や
共

用
基
準
範
囲
の
更
な
る
拡
大

な
ど
、
頂
い
た
宿
題
を
生
か

し
な
が
ら
、
今
後
も
調
査
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と
結
び
、

報
告
会
は
盛
会
裏
に
終
了
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
６
６
８

名
。

臨
床
検
査
精
度
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て

平
成
28
年
度
臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査
報
告
会

健康ぷらざに関するお知らせ

　待合室等に掲示してご
活用頂けるよう、本紙に
月２回同梱している「健
康ぷらざ」は、本年4月
より、奇数月につきまし
ては月1回（5日号のみ）
となりますので、あらか
じめご承知おき下さい。
� 日医広報課

指導：千葉大学医学部附属病院整形外科 准教授

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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Meeting

が
行
わ
れ
、
台
湾

医
師
会
の
ご
協
力
の
下
、
地

域
の
医
療
施
設
の
見
学
も
行

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ｎ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
世
界
の
若
手
医
師
と
お

互
い
の
国
の
医
療
課
題
、
若

手
医
師
を
取
り
巻
く
課
題
に

つ
い
て
、
経
験
の
共
有
と
議

論
、
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
医
療
制
度
・
教
育

等
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
医
療
の
現
状
、
特
に

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
課
題

や
日
本
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
海
外
の
若
手
医
師
ら

の
関
心
も
高
く
、

そ
れ
ら
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
、
発
信
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
自

ら
が
日
本
の
医
療

に
つ
い
て
よ
り
深

く
学
ぶ
機
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
て
お
り
、
今
後

は
そ
れ
ら
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
展
開
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
医
の

『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』
を
ご

覧
の
皆
さ
ま
に
、
日
本
医
師

会
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
の
活
動
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（Junior Doc-

tors 
Network

：
Ｊ
Ｄ
Ｎ
）

は
、
２
０
１
０
年
に
世
界
医

師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
に
お
い
て

若
手
医
師
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
、

現
在
は
主
に
卒
後
10
年
以
内

の
若
手
医
師
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
２
０
１
２
年

に
日
医
国
際
保
健
検
討
委
員

会
の
下
に
若
手

医
師
・
医
学
生

分
科
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ

が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

今
年
度
は
、

運
営
メ
ン
バ
ー

と
し
て
全
国
か

ら
約
20
名
の
若

手
医
師
が
中
心

と
な
り
活
動
し

て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｄ
Ｎ
の
活
動
を

配
信
す
る
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト

に
は
、
全
国
各

地
か
ら
約
１
６

０
名
の
若
手
医
師
が
登
録
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
、
若

手
医
師
が
国
際
的
な
視
野
を

持
ち
、
専
門
科
を
越
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
つ
な

が
り
、
共
に
学
び
、
地
域
の

医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
私
達
Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
普
段
は
臨
床
や
研
究
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
を
行
い

な
が
ら
、
月
に
１
回
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
々
の
勤
務
に
追
わ
れ
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
医
の
サ
ポ
ー
ト

の
下
、
活
動
を
継
続
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
若
手

医
師
に
向
け
、
以
下
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

JMA-JDN主要メンバー

お
い
て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ

メ
ン
バ
ー
が
地
域
で
の
臨
床

経
験
を
基
に
、
現
状
を
記
述

し
、short 

letter

と
し
て

発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
の
若
手
医
師

を
対
象
に
し
た
『
Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』、

医
学
生
を
対
象
に
し
た
『
ド

ク
タ
ラ
ー
ゼ
』
に
も
執
筆
さ

せ
て
頂
き
、
活
動
の
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
ー
チ
の
活
動
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

若
手
医
師
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
、
貢
献
で
き
る
活
動
を

目
指
し
て
議
論
し
て
い
ま

す
。以

上
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
、
２
０
１
７
年
度
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、

地
域
と
つ
な
が
る
若
手
医
師

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

周
囲
の
若
手
医
師
で
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
日
医
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は

Facebook

の
「Japan Med-

ical 
Association 

Ju-

nior 
Doctors 

Network

」

を
通
し
て
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
へ
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
師
会
に
お

け
る
若
手
医
師
向
け
の
活
動

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ

Ｎ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
可
能
な

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

日
医
国
際
課
ま
で
、
ご
連
絡

頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
活
動

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
際
保
健
委
員
会
の
開
催
時

に
は
、
合
同
委
員
会
と
し
て

Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
メ
ン
バ
ー

も
参
加
し
、
活
動
報
告
、
情

報
共
有
、
意
見
交
換
を
行
い
、

委
員
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
先

生
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
台
湾
総
会
で
は
、

横
倉
義
武
会
長
が
Ｗ
Ｍ
Ａ
次

期
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
横
倉
会
長
か
ら
は
、
Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
始
め
世
界
の

若
手
医
師
に
対
し
て
、
と
て

も
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
頂
い

て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
う
い
っ
た
環
境

を
活
か
し
、
多
く
の
若
手
医

師
の
方
に
国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
触
れ
、
視
野
を
広

げ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
専
門
の
科
を
越
え
て
学

ぶ
初
期
研
修
を
終
え
て
専
門

科
に
進
む
と
、
そ
の
他
の
科

や
施
設
の
若
手
医
師
の
つ
な

が
り
が
狭
ま
り
が
ち
で
す
。

そ
の
た
め
、
私
達
は
、
専
門

の
科
を
越
え
て
学
び
合
う
こ

と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ

Ｄ
Ｎ
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
科
を
越
え
て
医

師
と
し
て
学
ぶ
べ
き
テ
ー
マ

を
選
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、保
険
医
療
２
０
３
５
、

国
際
保
健
、
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
の
社

会
的
決
定
要
因
（Social 

D
e
t
e
r
m
i
n
a
n
t
s
 
o
f 

Health

：
Ｓ
Ｄ
Ｈ
）、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
、
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
多
彩
な

内
容
で
学
び
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

今
年
度
も
、
若
手
医
師
に

と
っ
て
た
め
に
な
る
学
び
の

機
会
を
企
画
す
る
予
定
で

す
。
現
在
、
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
論
文
の
書

き
方
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
検

討
中
で
す
。

日
本
医
師
会

 
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

                                   

活
動
に
つ
い
て

三
島
千
明
Ｊ
Ｍ
Ａ
│

Ｊ
Ｄ
Ｎ
代
表
／
Ｗ
Ｍ
Ａ
│

Ｊ
Ｄ
Ｎ
国
際
役
員

①
国
際
活
動

Ｗ
Ｍ
Ａ
や
ア
ジ
ア
大
洋
州

医
師
会
連
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）

の
国
際
会
議
に
日
医
か
ら
の

派
遣
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
の
会
合
で
は
年
２

回
、
世
界
の
若
手
医
師
が
集

ま
る
Ｊ
Ｄ
Ｎ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
２
０
１
６
年

10
月
に
Ｗ
Ｍ
Ａ
台
湾
総
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

はAsia and Pacific JDN 
③
地
域
社
会
へ
の
貢
献

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も

っ
て
医
療
を
学
び
、
自
分
達

の
足
元
で
あ
る
地
域
の
医
療

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
の

一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
達
若
手
医
師
は
、
な

か
な
か
地
域
医
療
に
関
わ
る

先
輩
で
あ
る
先
生
方
と
直
接

お
会
い
し
て
交
流
し
、
学
ぶ

き
っ
か
け
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。

地
域
医
師
会

の
先
生
方
に
若

手
医
師
の
ニ
ー

ズ
を
お
伝
え
し

た
り
、
何
か
若

手
医
師
向
け
の

企
画
の
お
手
伝

い
が
で
き
な
い

か
と
考
え
、
全

国
の
地
域
医
師

会
の
ご
協
力
の

下
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
と
地
域

医
師
会
と
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
活
動
を
少
し
ず
つ

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
北
海
道
、

石
川
県
、
徳
島
県
、
高
知
県

に
お
邪
魔
し
、
若
手
医
師
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
２
月
に
北
海

道
医
師
会
が
主
催
さ
れ
た
「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

の
企
画
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
若
手
医
師
と
地

域
の
先
輩
の
先
生
方
が
交
流

し
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
の
地
域
医
師

会
の
先
生
方
と
つ
な
が
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
若
手
医

師
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
企

画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
若
手
医
師
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
た
調
査
、

提
言研

究
に
意
欲
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
リ
サ
ー
チ

の
チ
ー
ム
を
開
設
し
活
動
し

て
お
り
、
若
手
医
師
な
ら
で

は
の
調
査
研
究
と
提
言
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
現
場
の
課
題

を
若
手
医
師
の
視
点
で
抽
出

し
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
考
察
を
加
え
て

発
信
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

既
に
、
『
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｊ
』
に

台湾では地域の病院も視察

石川県ビジョン検討委員会

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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島
根
県
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
地
域
医
療
連
携
（
通
称

ま
め
ネ
ッ
ト
）
を
運
用
し
て

い
る
。

平
成
25
年
１
月
よ
り
全
県

の
医
療
機
関
全
て
に
医
療
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
現
在
84
％
の
病
院
と

46
％
の
医
科
診
療
所
の
他
、

歯
科
、
薬
局
、
訪
問
看
護
、

地
域
医
療
連
携
（
し
ま
ね
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
活
用
し
た
感
染

症
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て

―
島
根
県
医
師
会
―

介
護
施
設
、
保
健
所
等
々
た

く
さ
ん
の
医
療
関
連
施
設
に

参
加
頂
い
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
を
利

用
し
て
、
例
え
ば
、
診
療
予

約
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
を
活
用
し
た

紹
介
状
シ
ス
テ
ム
、
診
療
情

報
の
共
有
シ
ス
テ
ム
、
介
護

連
携
シ
ス
テ
ム
、
健
診
連
携
、

調
剤
情
報
連
携
等
、
圏
域
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
連
携

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構

築
・
運
用
し
て

い
る
。

管
理
運
営
し

て
い
る
実
働
部

隊
と
し
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し

ま
ね
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
会
が
あ
り
、

理
事
長
、
副
理

事
長
に
県
医
師

会
の
副
会
長
、

常
任
理
事
が
就

任
し
、
密
接
な

連
携
を
と
っ
て

い
る
。

今
回
報
告
す

る
「
感
染
症
デ

イ
リ
ー
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
」
は
、

医
療
専
用
の
安

全
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
基
盤
を
活

用
し
、
「
ま
め

ネ
ッ
ト
」
を
利

用
し
て
い
る
全

て
の
会
員
が
閲

覧
で
き
、
既
存
の
「
感
染
症

発
生
動
向
調
査
」
よ
り
も
早

く
情
報
を
発
信
し
、
実
用
性

の
あ
る
感
染
症
の
流
行
把
握

と
診
断
、
対
策
に
寄
与
す
る

も
の
に
な
る
よ
う
提
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

主
に
県
医
師
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
月
１
回
の
頻
度
で

感
染
症
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
の
先
生
方
の
他
、

県
の
医
療
政
策
課
、
薬
事
衛

生
課
、
保
健
環
境
科
学
研
究

所
等
、
ま
さ
に
官
民
一
体
と

な
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
現
在
そ
の
運
営
に
当
た

っ
て
い
る
。

こ
の
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
の
日
々
の
入
力
に
協

力
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、

国
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
感
染
症
発
生
動
向
調

査
」
で
行
わ
れ
て
い
る
週
１

回
ま
と
め
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す

る
方
法
の
代
わ
り
に
「
ま
め

ネ
ッ
ト
」
の
中
で
入
力
す
れ

ば
速
や
か
に
報
告
で
き
、
全

参
加
機
関
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
な
る
。

行
政
定
点
は
県
内
で
45
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
31
医
療
機

関
が
入
力
に
参
加
、
そ
の
他

定
点
医
療
機
関
以
外
に
協
力

医
療
機
関
と
し
て
88
医
療
機

関
が
日
々
入
力
に
参
加
し
、

精
度
の
高
い
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
全
て
の
感
染
症
を

対
象
と
し
て
お
り
、
ま
め
ネ

ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
画
面
に
表

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
更
に
、
注
意
報
あ
る
い

は
警
報
が
出
た
場
合
に
は
、

メ
ー
ル
に
よ
る
報
告
も
併
用

し
、
よ
り
注
意
喚
起
で
き
る

よ
う
な
工
夫
も
行
っ
て
い

る
。

　電子書籍配信サービス「日医
Lib（日本医師会e-Library）」の
コンテンツは260を超えました。
　今後もその充実に努めていきま
すので、ぜひ、ご登録下さい（登
録方法等の詳細は、日医Libポー
タルサイトまで）。

電子書籍アプリ「日医Lib」の活用を
ニ チ イ リ ブ

配信
コンテンツ
拡大中！

A診療所

昨日から松江で
インフルエンザ注意報が
出てたな…

松江地区でインフルエンザが
流行ってます。
予防を心掛けて下さいね。

まめネット感染症
デイリーサーベイランス

図　感染症の発生動向を迅速に把握する「感染症デイリーサーベイランス」の仕組み

感染症
発生状況
Daily入力

感染症
発生状況
Daily入力

感染症
発生状況
Daily入力

入力協力医療機関

B病院

Cクリニック

D病院
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福岡県
筑紫医師会報
第201号より

収
集
癖

長
谷
川
善
之

北海道
北海道医報
第1175号より

光
陰
矢
の
如
し

島
田
　
道
朗

大分県
大分県医師会会報
第743号より

私
の
気
分
転
換

森
本
　
章
生

先
日
、
妻
が
血
相
を
変
え

て
飛
ん
で
き
た
。
聞
け
ば
、

小
学
生
に
な
る
息
子
の
ラ
ン

ド
セ
ル
の
中
に
石
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
ど
う
や
ら
イ
ジ
メ
で
石

を
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
石
を
良
く

見
る
と
色
が
奇
麗
で
あ
っ
た

り
、
面
白
い
形
を
し
て
い
た

り
、
ど
れ
も
レ
ア
な
一
品
な

の
で
あ
る
。

私
は
ピ
ー
ン
と
き
た
。
こ

れ
は
収
集
か
も
。
案
の
定
、

長
男
の
机
の
引
き
出
し
に
は

石
が
奇
麗
に
並
べ
ら
れ
て
展

示
し
て
あ
っ
た
。
彼
は
、
学

校
帰
り
に
レ
ア
な
石
を
見
つ

け
て
は
拾
っ
て
帰
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

妻
は
、
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も

の
を
拾
っ
て
帰
る
息
子
を
、

病
気
か
も
と
心
配
し
て
い
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
私
も
、
子
ど
も
の

頃
に
石
を
集
め
た
経
験
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
川

の
中
に
は
深
緑
に
輝
く
翡ひ

す

い翠

に
似
た
も
の
も
存
在
し
た
。

本
気
で
隕
石
を
探
し
た
こ
と

さ
え
あ
る
。
「
な
ん
で
も
鑑

定
団
」
で
も
石
コ
レ
ク
タ
ー

が
特
集
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。

か
く
言
う
私
の
収
集
癖
も

な
か
な
か
の
も
の
で
、
い
つ

の
時
代
に
も
何
か
し
ら
集
め

て
い
た
。

小
学
生
の
頃
は
、
切
手
、

コ
イ
ン
（
昔
の
お
金
）
、
石
、

ジ
ュ
ー
ス
の
王
冠
、
野
球
カ

ー
ド
、
ス
ー
パ
ー
カ
ー
消
し

ゴ
ム
、
ミ
ク
ロ
マ
ン
、
超
合

金
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
な

ど
集
め
た
。
中
学
・
高
校
時

代
に
は
古
び
た
商
店
街
の
小

さ
な
時
計
屋
を
ま
わ
り
、
売

れ
残
り
の
古
い
時
計
を
格
安

で
譲
っ
て
も
ら
っ
て
集
め
て

い
た
。
今
で
言
う
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
時
計
で
あ
る
と
思
っ
て

い
た
の
だ
。

無
論
資
金
も
限
ら
れ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
ら
は
骨
董
的

価
値
な
ど
全
く
無
い
の
だ

が
、
当
時
は
お
宝
と
信
じ
て

疑
わ
な
か
っ
た
。

こ
の
収
集
癖
は
開
業
医
と

な
っ
た
今
も
治
っ
て
い
な

い
。
い
や
む
し
ろ
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
毎
晩

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
出

物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

し
、
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

も
毎
週
欠
か
さ
ず
見
て
い

る
。今

、
夢
中
に
な
っ
て
集
め

て
い
る
の
は
、
モ
ン
ブ
ラ
ン

の
Ｐ
Ｉ
Ｘ
ペ
ン
シ
ル
で
あ

る
。
万
年
筆
か
ら
ボ
ー
ル
ペ

ン
と
推
移
し
、
現
在
は
戦
前

に
作
ら
れ
た
モ
ン
ブ
ラ
ン
の

ペ
ン
シ
ル
に
限
定
し
て
集
め

て
い
る
。

こ
の
分
野
で
は
、
国
内
で

そ
こ
そ
こ
名
の
知
れ
た
コ
レ

ク
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。そ

の
他
、
昭
和
40
年
代
の

上あ

が

の

や

き

野
焼
も
抹
茶
茶
碗
に
限
定

し
て
収
集
し
て
い
る
。
置
き

場
が
無
い
の
で
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
並
べ
て
あ
る
。

昔
は
骨
董
市
な
ど
に
足
を

運
ん
で
こ
れ
ら
を
探
し
て
い

た
の
だ
が
、
今
は
ネ
ッ
ト
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
簡
単
に
見
つ

か
る
の
で
む
し
ろ
タ
チ
が
悪

い
。そ

も
そ
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
本
人
に
と
っ
て
お
宝
で

も
、
そ
れ
に
興
味
が
な
い
人

に
と
っ
て
は
ガ
ラ
ク
タ
の
よ

う
で
あ
る
。
特
に
、
女
性
に

は
こ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
。
ビ
ン
テ
ー

ジ
の
こ
と
を
中
古
と
い
い
、

汚
い
も
の
と
し
て
取
り
扱

う
。ま

た
妻
は
、
似
た
よ
う
な

ジ
ー
ン
ズ
や
万
年
筆
な
ど
、

着
る
わ
け
で
も
使
う
わ
け
で

も
な
い
の
に
細
々
と
集
め
て

は
悦
に
入
っ
て
い
る
私
に
対

し
て
、
「
使
わ
な
い
ん
だ
っ

た
ら
、
捨
て
ち
ゃ
え
ば
」
と

イ
ラ
ツ
ク
言
葉
を
連
発
す

る
。で

も
、
そ
の
言
葉
、
本
当

は
禁
句
な
の
だ
。
た
っ
た
一

言
で
、
男
性
か
ら
思
い
切
り

嫌
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

高
い
か
ら
女
性
陣
は
気
を
付

け
た
方
が
い
い
。

実
は
こ
の
収
集
癖
は
女
性

よ
り
も
男
性
に
圧
倒
的
に
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
男
は
な
ぜ
コ
レ

午
後
の
外
来
の
最
中
、
看

護
部
長
が
診
察
室
に
や
っ
て

き
て
、
「
先
生
、
お
話
が
あ

る
の
で
、
夕
方
５
時
に
医
局

に
伺
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
」
と
真
顔
で
言
っ
て

き
た
。
「
い
い
け
ど
。
ま
た

何
か
あ
っ
た
の
か
い
？　

今

で
も
い
い
よ
、
す
ご
く
気
に

な
る
か
ら
」
と
私
。
「
い
や
、

５
時
に
し
て
下
さ
い
。
そ
れ

で
は
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

さ
っ
さ
と
出
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。

不
吉
な
予
感
が
す
る
。
経

験
上
、
だ
い
た
い
こ
う
い
う

時
は
、
揉も

め
事
が
起
き
た
と

か
、
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
と

か
、
ろ
く
な
こ
と
が
な
い
の

で
あ
る
。

落
ち
着
か
な
い
ま
ま
に
夕

方
５
時
、
看
護
部
長
が
医
局

に
や
っ
て
き
た
。
一
瞬
身
構

え
た
が
、
そ
の
手
に
は
赤
い

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
と
赤
い
帽

子
。
ア
～
や
ら
れ
た
（
絶

句
！

）
。

還
暦
の
お
祝
い
は
、
家
族

と
札
幌
で
食
事
を
し
て
簡
単

に
済
ま
せ
て
い
た
し
、
そ
の

日
は
誕
生
日
だ
っ
た
が
、
た

ま
た
ま
当
直
で
あ
っ
た
の

で
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た

と
こ
ろ
に
不
意
打
ち
を
く
ら

っ
た
。

ろ
ん
で
い
る
う
ち
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。

あ
る
心
理
学
者
は
、
年
と

と
も
に
記
憶
に
残
る
よ
う
な

新
し
い
体
験
が
少
な
く
な

り
、
ル
ー
テ
ィ
ン
の
動
作
が

増
え
、
脳
に
書
き
込
ま
れ
る

情
報
が
減
る
こ
と
で
、
時
間

の
経
過
を
速
く
感
じ
る
よ
う

に
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
脳

に
書
き
込
ま
れ
る
情
報
と

は
、
新
し
い
体
験
の
記
憶
で

あ
る
。

年
寄
り
の
冷
や
水
と
言
わ

れ
よ
う
と
も
、
何
か
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
、
時
の
流
れ
を
遅
く
す

る
方
法
な
の
か
も
知
れ
な

い
。

Time 
flies, 

just 
do 

it!

さ
て
、
嫌
々
な
が
ら
も
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
着
て
１
階

の
食
堂
に
連
れ
て
行
か
れ
、

盛
大
に
お
祝
い
を
し
て
も
ら

っ
た
。
最
後
に
赤
い
座
布
団

に
座
ら
さ
れ
、
記
念
写
真
を

撮
り
、
照
れ
く
さ
い
や
ら
恥

ず
か
し
い
や
ら
で
汗
だ
く
だ

っ
た
。

還
暦
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
は
さ
て
お
き
、
60
年
が
飛

ぶ
よ
う
に
過
ぎ
た
と
感
じ
る

の
に
は
少
々
驚
き
を
覚
え

る
。
小
学
校
の
夏
休
み
、
１

日
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
思

え
た
。
今
、
週
末
は
、
ま
ど

医
者
に
な
っ
て
30
年
、
佐

伯
に
住
ん
で
20
年
が
経
っ

た
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事

の
中
、
何
か
気
分
転
換
で
き

る
趣
味
を
持
と
う
と
思
い
、

始
め
た
の
が
釣
り
で
あ
る
。

佐
伯
・
蒲
江
は
全
国
的
に

も
釣
り
で
有
名
な
と
こ
ろ

で
、
〝
釣
り
バ
カ
日
誌
〟
と

い
う
有
名
な
映
画
の
舞
台
に

も
な
っ
た
く
ら
い
で
あ
り
、

釣
り
場
に
は
困
ら
な
い
。

子
ど
も
の
頃
は
親
に
連
れ

ら
れ
、
港
の
岸
壁
で
サ
ビ
キ

と
い
う
針
が
数
本
付
い
た
仕

掛
け
で
、
ゼ
ン
ゴ
と
い
う
ア

ジ
の
小
さ
い
や
つ
を
釣
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
佐
伯
に

来
て
、
大
学
の
同
級
生
が
同

じ
病
院
で
働
い
て
お
り
、
本

格
的
な
釣
り
を
し
て
い
た
の

で
、
同
行
し
て
仕
掛
け
の
作

り
方
や
餌
の
調
達
法
な
ど
教

え
て
も
ら
い
、
割
と
ス
ム
ー

ズ
に
始
め
ら
れ
た
。

同
行
し
て
い
る
時
に
釣
っ

た
の
が
56
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
）
で
、

と
て
も
引
き
が
強
く
、
そ
の

時
に
味
わ
っ
た
手
応
え
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
感
覚

を
味
わ
い
た
い
が
た
め
、
続

け
て
い
る
と
い
う
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

普
段
の
釣
り
場
は
と
い
う

と
、
蒲
江
畑
野
浦
の
知
り
合

い
の
釣
り
筏

い
か
だ

で
、
私
専
用
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
海
岸
沿
い
の
道
か
ら
15

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
海
に
突
き

出
し
て
お
り
、
水
深
は
10
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
。
ま
だ
暗
い

早
朝
に
出
掛
け
、
〝
朝
ま
ず

め
〟
と
言
わ
れ
る
大
物
が
釣

れ
る
時
間
帯
を
狙
っ
て
始
め

る
。釣ち

ょ
う
か果

は
と
い
う
と
、
薄
明

る
く
な
る
く
ら
い
に
１
時
間

ほ
ど
ま
ず
ア
ジ
が
釣
れ
、
運

が
良
け
れ
ば
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
台
の
も
の
も
時
々
釣
れ

る
。
そ
の
時
間
帯
が
終
わ
る

と
、
た
ま
に
だ
が
50
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
前
後
の
真
鯛
が
釣

れ
る
の
で
、
い
つ
も
そ
れ
を

期
待
し
て
餌
が
な
く
な
る
ま

で
粘
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
釣
れ
た
真
鯛
の
一

番
の
大
物
は
78
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
（
６
・
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

も
あ
り
、
釣
竿
が
折
れ
て
し

ま
う
の
で
は
と
い
う
ほ
ど
曲

が
り
、
今
で
も
そ
の
時
の
興

奮
を
思
い
出
す
。
ウ
キ
が
ピ

ク
ッ
、
ピ
ク
ッ
と
沈
む
と
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
合
わ
せ

よ
う
か
と
か
、
ど
ん
な
大
物

が
餌
を
つ
つ
い
て
い
る
ん
だ

ろ
う
か
と
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
。

当
院
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
来
ら
れ
た
若
い
先
生
で
釣

り
を
し
て
み
た
い
と
い
う
方

は
連
れ
て
行
く
の
だ
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
私
と
同
じ
よ

う
に
釣
り
に
は
ま
っ
て
し
ま

う
。自

分
の
年
齢
・
体
力
と
相

談
し
な
が
ら
楽
し
み
を
続
け

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

 

（
一
部
省
略
）

ク
シ
ョ
ン
す
る
の
か
と
言
う

と
、
太
古
は
、
男
が
狩
り
を

し
て
獲
物
を
収
集
す
る
の
が

大
事
な
役
割
だ
っ
た
こ
と
に

起
因
す
る
。
男
性
の
収
集
癖

は
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
残
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。ど

れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
獲

物
を
揃
え
た
の
か
…
…
そ
れ

が
生
き
残
る
た
め
の
術
だ
っ

た
し
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
に

女
性
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に

す
る
手
段
だ
っ
た
か
ら
、
そ

れ
は
必
死
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
本
能
と
し
て
、
基
本
ス

ペ
ッ
ク
で
男
性
に
備
わ
っ
て

い
る
癖
み
た
い
な
も
の
な
の

だ
。と

は
言
っ
て
も
、
妻
の
言

う
「
そ
れ
、
サ
バ
イ
バ
ル
に

全
く
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
も
の
を
細
々
と
集
め

て
い
る
私
を
、
「
生
き
残
る

術
や
モ
テ
る
手
段
」
と
し
て

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
と

は
到
底
思
え
な
い
よ
う
だ
。

た
だ
本
能
だ
け
が
残
っ
て

い
る
か
ら
や
っ
か
い
な
の

だ
。
使
用
も
し
な
い
く
せ
に

場
所
ば
か
り
取
っ
て
い
る

と
、
非
難
す
る
妻
と
の
戦
い

は
永
遠
に
続
く
と
思
わ
れ

る
。
な
に
せ
収
集
せ
よ
と
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
言
う
の
だ
か
ら
仕
方

な
い
。
太
古
の
時
代
で
あ
っ

た
な
ら
、
私
は
間
違
い
な
く

優
秀
な
狩
人
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

た
だ
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
飽
き
て
し
ま
っ
た
後
は
、

ゴ
ミ
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
々
あ
る
の
で
気
を
付
け

る
必
要
が
あ
る
。
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書
籍
紹
介

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

面
接
医
の
た
め
の

「
メ
ン
タ
ル
産
業
医
」

入
門

櫻
澤
博
文
　
著

教
養
と
し
て
の
生
命

倫
理

村
松
　
聡
　
他
編

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

の
導
入
に
伴
い
、
産
業
医
は
、

労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
不
調
の

未
然
防
止
、
職
場
環
境
の
改

本
書
は
、
生
命
倫
理
を
単

に
医
療
内
部
の
人
間
、
つ
ま

り
医
療
者
と
患
者
と
家
族
、

医
療
研
究
者
と
医
療
関
係
企

業
の
た
め
の
倫
理
と
し
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広

い
視
野
か
ら
、
現
代
を
代
表

す
る
倫
理
と
し
て
捉
え
た
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

基
金
掛
金
等
の
前
納
に
つ
い
て

94
歳
に
な
る
「
○
○
」
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
耳
は
少
し
遠

い
が
今
日
も
元
気
で
軽
く
杖

を
つ
き
な
が
ら
外
来
診
療
に

や
っ
て
き
た
。
「
○
○
さ
ん

今
日
は
誕
生
日
だ
ね
。
お
め

で
と
う
！

」
と
カ
ル
テ
を
見

な
が
ら
言
う
と
、
「
テ
レ
ビ

の
薬
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健

康
食
品
の
こ
と
）
は
飲
ん
で

な
い
け
ど
、
先
生
の
お
薬
と

オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
、
そ
し
て
私

の
一
番
の
ご
馳ち

そ

う走『
う
な
ぎ
』

を
食
べ
て
元
気
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

以
前
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
の
「
Ｃ
」

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
こ

と
、
し
か
し
リ
ポ
ビ

タ
ン
Ｄ
の
「
Ｄ
」
は

「Delicious

（
お
い

し
さ
）
」
、
ア
リ
ナ
ミ
ン
Ａ
の

「
Ａ
」
は
「Ace

（
最
高
の
も

の
）
」
の
意
味
だ
そ
う
だ
。

「
う
な
ぎ
」
は
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
が
豊
富
で
、
夏
の
暑
さ
で

体
力
を
消
耗
す
る
時
期
に
食

べ
る
と
元
気
が
出
る
こ
と
か

ら
、
土
用
の
丑
の
日
に
「
う

な
ぎ
」
を
食
べ
る
。
こ
れ
は

江
戸
時
代
の
医
師
で
あ
り
発

明
家
の
平
賀
源
内
が
、
あ
る

「
う
な
ぎ
屋
」
か

ら
夏
で
も
客
が
く

る
よ
う
に
何
か
策

が
な
い
か
頼
ま
れ

「
土
用
の
丑
の
日
は
、
う
な

ぎ
の
日
」
と
宣
伝
コ
ピ
ー
を

考
え
て
、
こ
れ
が
広
く
世
間

に
定
着
し
た
そ
う
だ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気
な

笑
顔
を
見
る
と
、
好
き
な
も

の
が
あ
り
、
食
欲
旺
盛
な
の

が
元
気
の
源
だ
な
と
、
つ
く

づ
く
実
感
し
た
。

私
も
「
う
な
ぎ
」
は
大
好

き
だ
が
、
し
か
し
最
近
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
捕
獲
量

や
養
殖
量
も
少
な
く
、
値
段

は
高
く
、
な
か
な
か
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
私
も
含

め
て
「
う
な
ぎ
」
大
好
き
な

「
○
○
」
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

十
分
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
安
く
な
る
と
よ
い
の

だ
が
…
…
。	

（
禿
）

「
○
○
」
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気
の
源

国
民
年
金
保
険
料
と
基
金

掛
金
を
合
算
し
て
前
納
を
希

望
し
た
方
の
平
成
29
年
度
分

掛
金
の
前
納
引
落
日
は
、
５

月
１
日
（
４
月
末
日
が
日
曜

日
の
た
め
）
と
な
り
、
合
算

額
で
の
引
き
落
と
し
と
な

る
。た

だ
し
、
国
民
年
金
保
険

料
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た

め
、
平
成
28
年
度
と
引
き
落

と
し
金
額
が
変
わ
っ
て
い
る

の
で
、
ご
注
意
願
い
た
い
。

そ
の
際
に
、
残
高
不
足
等

で
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
平
成
29
年

度
分
の
掛
金
納
付
は
自
動
的

に
毎
月
払
い
の
引
き
落
と
し

に
変
更
さ
れ
、
５
月
31
日
に

４
月
分
の
保
険
料
と
基
金
掛

金
が
引
き
落
と
し
と
な
る
。

な
お
、
合
算
せ
ず
に
基
金

掛
金
の
み
を
前
納
す
る
場
合

の
引
落
日
は
、
６
月
１
日
と

な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

訃
　
報

■
森
田
浩
一
郎
氏
（
元
日
医

常
任
理
事
）

３
月
８
日
、
死
去
、
91
歳
。

葬
儀
及
び
告
別
式
は
近
親
者

の
み
で
執
り
行
わ
れ
た
。

氏
は
大
正
14
年
東
京
都
の

出
身
。
昭
和
26
年
熊
本
大
学

医
学
部
卒
業
。
昭
和
28
年
森

田
医
院
院
長
。

東
京
都
医
師
会
理
事
を
経

て
、
昭
和
59
年
４
月
か
ら
平

成
４
年
３
月
ま
で
日
医
常
任

理
事
を
４
期
務
め
た
。

昭
和
57
年
に
藍
綬
褒
章

を
、
平
成
13
年
に
勲
四
等
旭

日
小
綬
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章

し
て
い
る
。

な
お
、
４
月
７
日
に
都
内

に
お
い
て
、「
お
別
れ
の
会
」

が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
。

序
章
で
は
、
現
代
の
応
用

倫
理
学
・
市
民
の
倫
理
と
し

て
の
生
命
倫
理
学
と
、
医
療

倫
理
と
し
て
の
生
命
倫
理
の

問
題
点
を
呈
示
。
第
１
章
か

ら
第
９
章
ま
で
で
、
生
命
倫

理
の
原
則
と
理
論
、
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
倫
理
に
関
す
る
問

題
、
人
間
の
生
の
始
ま
り
か

ら
終
わ
り
ま
で
の
具
体
的
な

生
命
倫
理
諸
問
題
を
解
説
し

て
い
る
。

ま
た
、
最
終
章
で
は
、
先

進
医
療
の
問
題
を
扱
い
、
現

代
社
会
で
最
も
喫
緊
の
課
題

に
い
か
に
倫
理
的
立
場
か
ら

取
り
組
む
べ
き
か
を
示
し
て

い
る
。

テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
が

理
解
し
や
す
い
だ
け
で
な

く
、
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
に
関

し
て
は
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て

お
り
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
は

あ
る
が
大
変
読
み
や
す
い
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

２
８
０
８
円
（
税
込
）

発
行　

丸
善
出
版

03
─

３
５
１
２
─

３
２
５
７

善
に
本
格
的
に
関
与
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
義
務
づ
け
ら
れ

た
事
業
者
は
、
「
健
康
経
営
」

意
識
の
高
い
企
業
ば
か
り
で

は
な
い
。

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
も
、
産
業
医
・

面
接
医
と
し
て
活
躍
す
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

実
務
の
イ
ロ
ハ
は
も
ち
ろ

ん
、
メ
ン
タ
ル
不
調
者
へ
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
に
つ

い
て
も
初
歩
か
ら
解
説
。
産

紙
と
ぺ
ン
で
で
き
る

認
知
症
診
療
術

─
笑
顔
の
生
活
を
支
え

よ
う
─

山
口
晴
保
　
著

認
知
症
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
患
者
の
数
が
５
０
０
万

人
に
の
ぼ
る
現
在
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
医
師
が
認
知
症
の

診
療
術
を
理
解
・
習
得
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
認
知
症
の
患
者
を

診
断
・
治
療
し
、
支
え
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
「
認
知
症
を
抱

え
な
が
ら
も
、
患
者
本
人
と

そ
の
家
族
が
、
笑
顔
で
穏
や

か
に
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る

こ
と
」
を
認
知
症
医
療
の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
捉
え
、
認
知
症

が
ど
の
よ
う
な
原
因
で
生
じ

て
い
る
の
か
を
診
断
し
、
適

切
な
薬
物
療
法
や
リ
ハ
・
ケ

ア
・
家
族
指
導
を
提
供
す
る

実
践
医
療
の
コ
ツ
を
解
説
し

て
い
る
。

病
院
や
診
療
所
と
い
う
現

場
で
認
知
症
の
診
断
・
治

療
・
ケ
ア
を
適
切
に
行
う
こ

と
で
、
本
人
や
家
族
が
困
っ

て
い
る
問
題
を
解
決
で
き
る

よ
う
、
医
療
者
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
方
略
が
満
載
の
一
冊
と
な

っ
て
い
る
。

定
価　

５
６
１
６
円(

税
込)

発
行　

協
同
医
書
出
版
社

03
─

３
８
１
８
─

２
３
６
１

医
師
が
知
る
べ
き
留
学

へ
の
コ
ン
パ
ス

た
だ
い
ま
留
学
準
備

中

田
中
　
栄
　
監
修

大
谷
隼
一
　
著
　

本
書
は
、
多
忙
な
臨
床
業

務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
留
学

準
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
情
報
を
過
不
足
な
く
ま
と

め
た
実
用
書
で
あ
る
。

留
学
先
と
し
て
最
も
人
気

が
高
い
国
は
ア
メ
リ
カ
で
あ

る
が
、
２
０
０
１
年
の
同
時

多
発
テ
ロ
以
降
、
事
務
手
続

き
や
必
要
な
書
類
が
増
加

し
、
留
学
し
よ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て
は
大
変
高
い
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
調
べ
ら
れ
る
が
、

あ
ま
り
に
も
情
報
が
溢
れ
て

い
る
た
め
、
か
え
っ
て
迷
っ

て
し
ま
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

迷
う
こ
と
な
い
よ
う
、
本
書

に
は
留
学
先
の
決
定
や
実
際

の
や
り
取
り
、
助
成
金
の
申

請
、
必
要
書
類
の
提
出
、
留

学
生
活
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
に
つ
い
て
、
留
学
準
備
全

体
の
流
れ
が
体
系
的
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

各
場
面
で
役
立
つ
英
文
例

も
充
実
し
て
お
り
、
大
変
役

立
つ
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

２
３
７
６
円
（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

03
─

３
８
１
１
─

７
２
３
９

業
医
の
資
格
取
得
を
考
え
て

い
る
医
師
、
産
業
医
と
し
て

の
経
験
が
浅
い
医
師
、
メ
ン

タ
ル
疾
患
へ
の
対
応
が
苦
手

な
医
師
等
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
し
っ
か
り
後
押
し
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

４
３
２
０
円
（
税
込
）

発
行　

日
本
医
事
新
報
社

03
─

３
２
９
２
─

１
５
５
５

宿泊割引制度の
提携ホテルが新たに拡大

お知らせ

　日医では、会員の先生方のために宿泊
割引制度を実施していますが、この度、
会員提携ホテルとして、新たに「箱根小
涌園　天悠」（平成29年4月20日開業
予定）が加わりました。
　日本医師会ホームページ ▼「メンバー
ズルーム」 ▼「ホテル予約」のページか
らご予約頂けますので、どうぞご利用下
さい。
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